
（別紙３）

～ 2026年2月28日

（対象者数） 43 （回答者数）
21

～ 2026年3月4日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・引き続き全職員で協力をしてトレーニングを立案し、実行

していく。

2

・引き続き全職員で協力をして情報共有を密にしながら、担

当職員と調整を行っていく。

3

・引き続きフィードバックでの情報共有をし、スムーズなや

り取りが出来るようにしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・状況や安全配慮、プライバシー等を検討して、実施出来る

か検討をしていく。

2

・保護者のニーズや意見を聞き取り、調整を行っていく。

・保護者参加型のイベントを検討していく。

3

・安全な環境が確保できるか検討し、取り組みを検討してい

く。

○事業所名 ハッピーテラス本八幡第二教室

○保護者評価実施期間
2026年2月1日

○保護者評価有効回答数

2026年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年3月4日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

SNS等を活用した取り組みがない。 ・常に連絡は電話での共有となっている。

・発信するためのSNSの活用はできていない。

・ネット環境のトラブルの防止の観点から使用していない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域のこどもと活動する機会が少ない。 ・事業所でのイベントをメインに行っている。

保護者同士の交流の企画が少ない。 ・お迎え等の場面で保護者同士で会話をする場面は見られてい

ますが、保護者の交流を目的とした取り組みは出来ていない。

・各ご家庭で賛否があり、調整が難しい。

活動プログラムが固定化しないように工夫をしている。 ・固定化を防ぐために、職員で連携をしてトレーニングを立案

している。

・活動内容を振り返ることで、次につながるよ工夫している。

・在籍されている利用者に合わせ、活動内容の検討を行ってい

る。

送迎サービスを提供していること。 ・保護者のニーズによって、学校への送迎を実施している。

・車と徒歩での送迎を実施している。

・徒歩では、最終的にこどもたちが自分で来れる様に支援をし

ている。

こどもの様子をフィードバック時に情報共有できていること。 ・家庭や学校での様子を情報共有し、支援内容に反映するとと

もに、こどもたちが安心し過ごせるよう配慮をしている。

・常に、フィードバックで様子を伝えている。

・保護者様からの相談もその場で承ることが出来ている。

事業所における自己評価総括表公表


